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予算種別 補助/単独 事業区分
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実施計画
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本年度当初要求額 本年度当初要求額
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＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）
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定
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源
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細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２６年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 5. 景観推進事業

3. 都市計画費

1. 都市計画総務費 都市計画課

（佐倉市）　　

第５章
｢住環境が整備された住みやすいまちづくり｣～都市 35,719

基盤整備の充実～ 平成23年度 8,236

臨時 単独 計画 0 0 525 基本施策１
個性が活きる、住み続けたいまちにします 平成24年度 2,890

平成25年度 3,268

施策３
景観形成による愛着と誇りをもてるまちづくりに努 平成26年度 7,261

めます 平成27年度 14,064

0

7,102 7,102

・景観計画策定業務委託、景観審議会開催など ・地域の特性を活かした景観形成を推進します。 ・地域の特性を活かした景観形成を図ることにより、住

・公共サイン補修（西志津ふれあいセンター、京成佐倉） ・住民主体による地域景観計画の策定により、地域の景観に対する意識 みやすい・住み続けたい住環境の創出や地域の活性化につながります。

の向上を図ることができます。 ・住民の方や来訪者の方が、地域の魅力を感じることで、誇りや愛着が

もてるまちとなります。

景観法に基づく景観計画は規制を伴うため、策定

にあたり住民の合意が必要となります。

01 536 230 306

08 150 70 80

09 74 35 39

11 842 845 △3

13 5,500 1,600 3,900

差引一般財源 0 7,102 0 7,102


